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Abstract In Department of Building Technologists, there are over 100 students in an English class. As extensive 
researches into teaching large classes in higher education have been reported in the last few decades1) , 
various problems exist in actual conditions in a large class. This study tries to solve the problems by 
improving multimedia-based teaching using well-equipped facilities in the lecture room, and investigates 
into students perspectives for multimedia-based learning in the large class. The collected questionnaires 
show that the students basically approve multimedia-based learning, and the conclusion suggests strategies 
for improving the quality of teaching in a large class at a Japanese university by utilizing multimedia.  
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1．はじめに 

一般的に英語教育における大規模クラスとは， 
受講者が 40 名から 150 名のクラスを定義する． 
本学建設学科の英語講義は常時受講生が 100 名

以上のため大規模クラスに該当する．マルチ・ベ

ースド・ティーチング手法は，ビデオ，スライド

からインターネットを活用した大規模な学習シス

テムまで定義が広範囲であり，日本の高等教育機

関においては約 30％の大半が活用している 2)．本

研究は，本学建設学科の英語講義における平成 24
年度までの授業観察とクラス・アンケートの検証

と内省を踏まえた平成 25 年度の授業改善実践報

告であり，マルチメディア・ベースド・ティーチ

ング手法による講義を受講した履修者の学習意識

改善，学習効果に関して，平成 25 年度第４Q に受

講生全員に実施したクラス・アンケートをもとに

報告を行うものである． 

2．建設学科の英語講義 

建設学科の英語講義は基本的に１年生を対象と

し，第２Q から第４Q まで毎週水曜日の３，４限

目に開講している．平成 25 年度第４Q の履修登録

数は 129 名（平成 25 年 10 月 29 日）で２年生〜４

年生や製造学科の学生も含まれていた．期末試験
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（平成 26 年 1 月 29 日）受験者数は 107 名．クラ

スのレベル分けはなく，講師は日本人講師１名で

ある．授業内容はシラバスに基づき，(1)洋画・洋

楽で学ぶ英語表現，(2)  文法学習，(3) 文法復習

課題，(4) Phonics， (5) 日常会話リスニング練習，

(6) TOEIC Bridge(R)演習，(7)日常英会話表現演習

を，90 分間授業，10 分間の休憩時間を挟んで 2
コマ継続して実施している．教科書は，文法復習

として東旺出版「新自習英作文ノート」，リスニ

ング演習としてマクミラン・ランゲージハウス

「Making Friends 1」を使用しており，レッスン内

では個人，ペア，グループで各課題を行う．グル

ープ課題は正解数順に毎回順位を発表して順位を

競う事により協力して学習する環境を作っている．

毎回学習した内容確認をプリントで提出し出席確

認としている． 

3．アクション・リサーチとは 

アクション・リサーチの定義は「授業内におけ

るさまざまな問題を解決するために，教師自らが

中心となって，その授業に関するデータを収集・

分析し，その問題の解決策を導き出していく研究

方法」3)である．授業に関する客観的な内省を深

める為に，量的データと質的データを活用し検証

を行う．授業改善の手順としては，現状把握→目

標設定→計画→実践→検証と内省を行い 3) ，改善

後に現状把握からの過程を繰り返して行く．本研

究は，平成 24 年度までの授業観察とクラス・アン

ケートの検証及び内省を踏まえた平成 25 年度の

授業改善に関するアクション・リサーチを行い，

平成 26 年度の授業改善に繋げるという長期的な

展望の元に実施されている． 
 

4．大規模クラス 

一般に大規模クラスには次のような特徴が見ら

れる．不利な点としては，クラス秩序統制を保つ

事や学生全員に効果的な学習教材，指導内容の選

定が難しく，講師による個別の学生の認識も薄く

なりがちである 4)．対照的に有利な点は，相互的

なやりとりに十分な数の学生が常に存在し，変化

に富んだ人間的資源が豊富で，相互学習の機会が

充実しており，講師への刺激が多いため専門技術

の向上が余儀なくされることである 5)． 

5．アクション・リサーチ内容 

5.1 テーマ 

建設学科の英語講義において，シラバスを基に，

マルチメディア・ベースド・ティーチング手法を

改善し大規模クラスの特性を活かした講義内容を

構築することで，より学生に受け入れられやすく，

動機づけができる講義を行う．特に，大規模クラ

スに必要な環境づくりとして，楽しくリラックス

した雰囲気，講師からの明確でわかりやすい指示，

適切なユーモア，学力向上の実感，刺激を与え励

みになるチュートリアルが必要である 6) ．平成

25 年度第４Q の期末に受講生全員にクラス・アン

ケートをとり，検証の材料とする． 
 
5.2 現状把握と目標 

平成 24 年度までの検証により例年講義開始時に

は一般的に以下のような問題点が見られる．①学

生の英語力に大きな幅があり教科書通りのティー

チングでは落ちこぼれが生じる．②主に１年生３

クラスで構成されており，２〜４年生もいるため

教室内にクラスや学年ごとの見えない壁ができて

いる．③講義室が広くホワイトボードが見えにく

いまたは講師の指示が伝わりにくい席がある． 
④英語学習への動機づけが薄いと受講態度に問題

が生じ良好なクラス環境作りに支障をきたす．目

標としては，平成 25 年度第 2Q から第 4Q の講義

を通じて，入学時に保持している学生の英語力を

総合的に向上させるために，マルチメディア・ベ

ースド・ティーチング手法の改善導入により，第

2Q 開始時のクラスに見られる問題点を解決する． 
5.3 仮説 

上記問題点を克服するための具体的な仮説は以

下の通りである．①文法説明や発音練習など，ス

ライドなどを活用して視覚的にもわかりやすく，

英語が苦手な学生でも理解するようにすれば全員

がわかる授業になる．②洋画や洋楽などを使用し
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た楽しめる課題を行いクラス全体で学習経験を共

有することで一体感が生まれる．③課題の指示な

どもスライドを活用し，全員が「今何をやってい

るのか」わかるようにする．④英語の重要性や世

界の現状に関する情報を提供することで英語学習

のモチベーションを上げる．以上の仮説に基づい

て授業改善を試みた． 
5.4 結果の検証 

平成 26年 1月 29日に授業に関するアンケートを

実施し 107 名から回答を得た．量的データとして

質問項目と結果を Appendix-1 に掲載する．質的デ

ータとしては，クラス・オブザベーションと，ア

ンケートの各項目に回答の理由を記入してもらい，

検証材料とした．以下に，各仮説に関する学生の

意見を集約する．仮説①：全体的にスライドでの

文法説明や発音練習がわかりやすく，「英語が好

きになった」「正しい発音が身に付いた」など効

果が感じられる意見が多かった．仮説②：知って

いる洋楽，洋画は興味を持ちやすく，グループ課

題も協力してできた．特にコメディや歌詞の和訳

が面白いという意見が多く，例としては，英国の

ビデオ「ミスター・ビーン」を見て動詞や名詞を

書き出す課題は学習内容が印象に残るという意見

が複数見られた．仮説③：スライドによる課題の

指示はわかりやすいが，口頭による指示は後方に

着席している学生には伝わりにくい．仮説④：外

国への興味喚起，英語の重要性や TOEIC(R)テス

トについて認識ができた．例としては，YouTube
の「マット・ハーディング」が世界各地でダンス

をするビデオを見て地名を英語表記で書き出す課

題には海外への興味を示す意見が多数あり，第３，

４Q ではインターンシップに参加したいという声

も複数聞こえた．反面，日本に居る限り英語は必

要ではないという意見も根強く見られた．その他

の注目点としては，受講前に比べて英語に関する

意識が高まったと感じている学生が 79%いるにも

関わらず，英語力が変わらないまたは下がったと

感じる学生が 38%いる．回答理由から，講義内容

が中学高校の復習を重要視しており，もともと英

語力の高い学生には TOEIC Bridge(R)以外は簡単

すぎるとの見方もある．また，洋楽，洋画など各

マルチメディアの導入には全体的に効果的だった

との反響が多い中，会話演習はあまり効果が感じ

られていない．会話演習に積極的ではない学生が

多いため，さらに動機づけやより明確な誘導方法

が必要である．質問以外にも自由記入欄を設け，

学生の観点から授業内容を振り返ってもらったが

「友だちができた」「建設用語を学習したい」「全

体的にうるさい」「グループワークに非協力的な

学生がいる」「授業時間が長くて疲れる」など，

クラス・マネジメントや講義内容に関する意見が

多かった．次年度におけるクラス・マネジメント

に関するアクション・リサーチの必要性を実感し

た． 

6．まとめ 

アンケート結果から分かるように，マルチメデ

ィア・ベースド・ティーチングは，概ね学生に好

評であり，大学における大規模クラスに必要とさ

れる環境づくりに効果的なことが改めて判明した．

まず，全体的に楽しくリラックスした雰囲気は音

楽，歌，ビデオ，会話などから作り出す事ができ

る．次に講師からの明確な指示はスライドを併用

して視覚的にも補うとよりわかりやすい．また，

適切なユーモア，笑いと共に学習することで理解，

定着を深めることができる．学生からは「楽しい

ものは記憶に残る」という意見が多かった．進歩

しているという実感を与えるには，各発音時の口 
の形や舌の位置を表したスライドを使用した発音

演習や，画像を活用し視覚的にも理解を促す文法

説明が効果的である．英語の重要性や，自分の将

来について考えてもらうためには，刺激を与え励

みになるチュートリアルが不可欠であるが，世界

各地を紹介するビデオや世界的な規模の建築のプ

ロモーションビデオなどが学生にとって興味深く

受け止められた．今後の留意点としては，なによ

りもまず使用する教材の適切な選択が重要であり，

同時に，伝統的なティーチング手法をないがしろ

にしてはならない 7)．本学の特徴でもある座学と

演習の融合を図り，それにより学習内容の定着を

行うとともに，充実したシラバスに忠実に講義を

行うことが重要である．これは，マルチメディア

に頼りすぎず，基本に忠実な講義を行うためであ
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る．また，大規模クラスでは１名の講師が多人数

の学生を対象とするため人間的なコミュニケーシ

ョンが希薄になりがちである．講師はマイクロフ

ォンを通した講師対全体の発話のみならず，出来

る限り直接に学生とコミュニケーションをとり，

調和的な関係すなわち「ラポール」を築き上げる

事が重要である 8)．最後に，これまで授業評価に

関するアクション・リサーチは小・中・高校で主

に実践されているが，指導の理論と実践の現場で

のギャップをなくすためにも，田中が指摘するよ

うに 9)大学でももっと実践されるべき効果的な研

究手法であると言える．今後も本学の建設学科に

適した内容の充実した講義が行えるよう授業改善

を継続したい． 
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Appendix-1 アンケート内容と結果 

  

Q1. 建設学科の英語講義を受ける前に比べて，英語の重要性に関する意識は： 

    高まった 79%  変わらない 21% 低くなった 0% 

Q2.建設学科の英語講義を受ける前に比べて，自分の英語力は： 

    上がった 63% 変わらない 35% 下がった 3% 

Q3.スライドを使った発音の練習は： 

    効果的だった 66% まあまあだった 33% 効果がなかった 0% 

Q4.スライドと英作文ノートを使った文法学習は： 

    わかりやかった 65% まあまあだった 32% わかりにくかった 2% 

Q5.Mr. Bean や Matt Harding などのビデオによる学習は： 

    効果的だった 74% まあまあだった 21% 効果がなかった 6% 

Q6.洋楽の歌詞を使った学習は： 

    効果的だった 74% まあまあだった 21% 効果がなかった 5% 

Q7.Making Friends 1 を使ったリスニングと会話練習は： 

    効果的だった 40% まあまあだった 50% 効果がなかった 10% 

Q8.TOEIC Bridge(R)を使ったビジネス英語学習は： 

    効果的だった 55% まあまあだった 29% 効果がなかった 17% 
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Q9. QA-100 を使って講義室内を歩きたくさんのクラスメイトと会話する練習は： 

    効果的だった 33% まあまあだった 28% 効果的がなかった 39% 

Q10.毎回出席確認プリントを使用してそのクラスの内容確認，復習を行うことは： 

    効果的だった 81% まあまあだった 19% 効果がなかった 0% 

Q11.ネイティブスピーカーが文法などを説明するビデオは，前と比べて： 

    わかるようになった 57% 変わらない 40% わからなくなった 3% 

Q12.今後の英語学習については： 

    続ける 64% わからない 38% 続けない 3% 

Q13.将来的な英語資格取得については： 

    取得したい 26% わからない 71% 取得しない 10% 

Q14.将来的な留学やインターンシップについては： 

    考えている 17% まだわからない 60% 考えていない 30% 
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